
2024 年度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■対 象 者   

 看護師、助産師、保健師、医師の資格を有する方、または性暴力被害者支援に関心のある方 

 

■日程 （計 6 日間） ＊プログラムは裏面をご覧ください。  

 

■会 場  全日程 札幌医療リハビリ専門学校（北 6 条西 1 丁目） 

 

■定 員 30 名   

 

■受 講 料   ① 全コース    33,000 円(税込み）  

② 1コマ      5,500円（税込み）        

③ 1日（同日のみ）11,000円（税込み） 

＊受講料の返金はいたしかねますのでご了承ください。  

 

■申込方法：以下の項目をご記入の上、Fax か E-mail にてお申込みください。 

       ①お名前 ②年齢 ③〒番号ご住所 ④電話番号 ⑤資格・職種 ⑥勤務先   

＊全コース以外に、講義毎に受講希望の方は、右記の QR コードから申し込み下さい。                

 

 

 

■申込受付・申込先  

FAX：011-768-8600／E－mail：yuinetkensyu@yahoo.co.jp  

申し込まれた方に「振込先口座」をお知らせします。受講料入金確認し、受講決定となります。  

■主催：ＮＰＯ法人ゆいネット北海道  

■後援：札幌市 北海道医師会  北海道女性医師の会 

■協力：札幌市男女共同参画センター  

 

********************************************************************************** 

性暴力被害者診療支援看護職養成講座受講申込書(FAX 用) 
(ふりがな) 

お名前・年代 

 

住所(自宅 or 勤務先) 〒 

 

緊急連絡先 

 

資格・職種・勤務先 

 

性暴力被害者の心身の早期回復には、医療的心理的支援が非常に重要となります。この講座は、

被害者を更に傷つける二次被害を避け、本人の意思を尊重した適切な心身のケアに対応できる支

援者を養成するものです。所定の単位を取得された方へ、修了証を授与いたします。看護師・保

健師・助産師・医師の方は SANET（Sexual  Assault  Nurse  Evidence Taker）の資格が取得で

きます。 

※ この講座は、CLoCMiP レベルⅢアドバンス助産師の認定講座となっています。 



①7月 6日（土）・7日（日）（場所：札幌医療リハビリ専門学校）  

７  

月  

6  

日  

㈯ 

9:30～9:40  オリエンテーション 佐々木 紀子（さくらこセンター長代行） 

9:40～11:10  さくらこの現状と性暴力被害者の法的支援  八代 眞由美 (弁護士) 

 11:20～12:50  女性支援新法と DV 被害者対応 近藤恵子（女のスペース・おん 理事） 

                    12:50～13:40(昼休み) 

 13:40～15:10  性暴力とジェンダー 橋本 彩加（札幌市男女共同参画センター） 

 15:20～16:50  愛着と暴力 須見 よし乃（えるむの木 院長） 

７ 

月 

7 

日 

㈰ 

  9:30～11:00  LGBTQについて 須田 布美子（弁護士） 

 11:10～12:40  児童相談所における性虐待の実態と対応 笠原 香代（北海道中央児童相談所 児童福祉司） 

12:40～13:30（昼休み） 

13:30～15:00  警察が関わる性暴力被害者への対応 林 奈緒（北海道警察 捜査第一課） 

15:10～16:40  性暴力被害当事者について 渡辺 由希（一般社団法人 Spring 幹事） 

 

②９月 7日（土）・8日（日）（場所：札幌医療リハビリ専門学校）  

９ 

月 

７ 

日 

㈯ 

9:30～11:00  グループワークで考えるインフォームドケア： 

性暴力の理解と支援の基本 

 

野坂 祐子 

（大阪大学大学院人間科学研究科 教授） 

11:10～12:40   グループワーク 

12:40～13:30（昼休み） 

13:30～16:50  司法面接①・②(途中休憩あり) 仲 真紀子（立命館大学 教授）Zoom 

９ 

月 

8 

日 

㈰ 

  9:30～11:00  レイプドラック 清水 恵子（旭川医科大学医学部 教授） 

 11:10～12:40   男性性暴力被害者への対応 山田 浩史（性暴力救援センター日赤なごや なごみ） 

12:40～13:30（昼休み） 

 13:30～15:00  PTSD とそのアプローチ 早苗 麻子 

（萌クリニック院長  精神科） 

15:10～16:40  支援員の二次受傷 

 

③11月 9 日(土)・10日(日)（場所： 札幌医療リハビリ専門学校）  

11  

月  

9 

日  

㈯ 

9:30～12:00  性被害当事者について・ロールプレー つじ ゆうさく（性暴力ワンストップセンター相談員） 

12:00～13:20（昼休み） 

 13:20～14:20  性暴力被害者に対する病院での診察（外傷の有無、性感

染症、妊娠等） 

 

長島 香 

（勤医協札幌病院 産婦人科） 

  14:20～15:20  演習：証拠採取 裁判における証拠の活用 

15:30～17:00  採取した証拠の裁判での活用 日笠 倫子 （弁護士） 

11   

月  

10  

日  

㈰ 

9:30～11:30  性暴力被害の影響とトラウマからの回復に必 要なこと 國安 澄江 （ウィメンズセンター大阪 代表） 

11:30～12:30（昼休み） 

12:30～15:15 ロールプレー ①・②(途中休憩あり)  

國安 澄江 （ウィメンズセンター大阪 代表） 

  
15:15～16:15  質疑応答・まとめ 

16:15～16:40 修了書授与・アンケート記入後終了 

 


